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In this paper we describe the distribution and seasonal occurrence of Porphyra viet-

namensis T ANAKA et P.-H. Ho in Thailand. The surveys were done along the coasts of 

the Gulf of Thailand and in the vicinity of Phuket Island in the Andaman Sea during the 

winter season from 1975 to 1978. P. vietnamensis was found in the west coast of the Gulf 

of Thailand (from Prachuap Khiri Khan to Narathiwat)， but not found from the other 
coasts. Porphyra sp. was also found in the vicinity of Phuket Island and Pang-nga facing 

the Andaman Sea. 

From our observations， it is considered that the Porphyra distributes not only in the 
coasts of Thailand， but also in the coasts of Burma and Malaysia， and also that the rainy 
season affects a great infiuence on the growth of POゅhyrathallus in Thailand. 

Hisao Ogawa， D，φartment 01 Fishery Science， Facultyザ Agriculture.Tdhoku Uni-
versity， Sendai， 980 Japall; Khanjanapaj Lewmanomont， Facultyザ Fisheries，

Kasetsarl UlIiversity， Ballgkhen， Ballgkok 9， Thailand. 

我川主，前報で'T'?ノリ類の1種 POφhyraviet-

namensisTANAKA et P.-H. Hoがタイ|司 Songkhla

市近郊 GaoSengに生育することを報告した(小河・

リュマノモン 1978)0Gao Seng以外のタイ国沿岸に

も本種は生育しているのではないかと考え， 1975年1

月から 1978年5月にかけて主として冬季に，シャム湾

沿岸17地点(同湾東海岸9地点，西海岸8地点Lアン
ダ7 ン海側2地点について，我々による採集調査およ

びこれら地方の水産関係者に対する聞き取り B銅貨を行

なった。これらの結果について報告する。

調査地点および方法

各調査地点については Fig.1に示しである。

シャム湾東海岸ではBanSeng (Fig. 1-1)， Si Racha 

(1-2)， Pattaya (1-3)， Satahip (1-4)， Rayong (1-5)， 

Ban Pe (1-6)， Chantaburi (1-7)， Trad (1-8)， Ko 

Chang烏 (1-9)で1975年1-4，11， 12月， 1976年

1-3月， 1977年1，2，12月と 1978年1-5月に大体

月に一度採集調査を行なった。シャム湾西海岸で

は SamutSongkhram (1-10)， Hua Hin (1-11)， 

Prachuap Khiri Khan (1-12)， Gao Seng (1-13). Ko 

Nu島 (1-14)，Pattani (1-15)， Panare (1-16)， Nara-

thiwat (1-17)で1975年1，2，12月， 1976年1-3月，

1977年1，2月， 1978年2月の各月に採集調査を行な

った。アンダマン海側はPang-nga(1-18)， Phuket島

(1-19)で1975年2，9月， 1976年1月に採集調査を行

なった。これら調査地点では我々による採集調査の他

に，タイ国水産局の水産試験場，水産事務所などの水

産関係者からノリ薬体の生育時期，場所について聞き

取り調査を行なった。

結果

シャム湾東海岸9地点での20回にわたる調査では

どの地点からもノリ薬体を採集することはで・きなかっ

Tこ。 BanSeng， Si Racha， Ban Pe， Chantaburi， ' 

Tradでの水産関係者からの聞き取り調査でも，ノリ業

体の生育についての情報を得ることはできなかった。

ジャム湾西海岸8地点での調査では北部の Samut
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Fig. 1. Map of Thailand coast. Numbers 

refer to collection sites as follows: 

1. Bang Seng， 2. Si Racha， 3. Pat-
taya， 4. Satahip， 5. Rayong， 6. Ban 

Pe， 7. Chantaburi， 8. Ko Chang Is-
land， 9. Trad， 10. Samut Songkhram， 

11. Hua Hin， 12. Prachuap Khiri 
Khan， 13. Gao Seng， 14. Ko Nu Is-
land， 15. Pattani， 16. Panare， 17. 

Narathiwat， 18. Pang-nga， 19. Phuket 
Is1and. 

Songkhram， Hua Hinではノリ業体はみつからなか

ったが，南に下った PrachuapKhiri Khanでは 1975

年4月に当地方で採れたノリ葉体を水産関係者から入

手することができた。 PrachuapKhiri Khanより更

に南に下った Songkhla市近郊の GaoSeng，岡市

沖合5km程のところに浮ぶ KoNu )::;で・1975年1，

2， 12月， 1976年1，2月， 1977年1，2， 12月および

1978年2月にそれぞれ P.vietnamensisの成熟葉休

を採集することができた。どの年も 2月の採集では

潮間備に生育しているノリ葉体はその殆んどが槌色

し，枯死しかかっていた。 1976年3月の調査では潮間

帯に生育しているノリ葉体は流失してしまっていた。

しかし潮|附台下部には緑色を呈し，一見アオサ状にな

ったノリ業体を，また砂に埋れた岩肌には未だ一部色

合の正常なノリ業休が認められた。 Songkhlarliより

更にI有に下った Pattani，Panare， Narathiwatでも

1977年2月， 1978年2月に P.'vietnamensisの成熟

葉体を採集することができた。この地方でも Gao

Sengと同様に2月中旬には潮間借に生育するノリ主主

体は健色し，枯死していたが，潮間滞下部の砂に埋れ

た岩!日Lには未だ正常な色合をしたノリ業体が生育して

いた。 Songkhla，Pattani， Narathiwatで‘の水産関係

者からの聞き取り調査では，当地方の海岸ではノリ某:

休は例年11月中，下旬頃から現われ，翌年2月上，中旬

ごろまでみられるとのことであった。また Songkhla

市沖合の KoNu島の更に 4km程沖にある KoMeu

向にもノリ葉体が上記の期間，生育しているとのこと

であった。 Panareでは1977年9月に当地方で採集

したというノリ葉体を水産関係者から入手することが

できた。

アンダマン海側の Phuket，1::;での 1975年2月， 1976

年1，2月の調査ではノリ業体はみつからなかった。し

かし 1975年9月の調査では Pang-ngaで，当地方で

採れたノリ葉体を水産関係者から入手することができ

た。このノリ葉体は P.vietnamensisとは異なってい

た。聞き取り調査によれば Phuket島周辺でノリ業

体がみられる時期は例年3，4月頃とのことで・あった。

若君 察

我々の調査では POゆhyra vietnamensisはシャム

湾西海岸の PrachuapKhiri Khanから Narathiwat

にかけての調査地点でのみ，その生育を確認すること

ができた。しかし同湾奥部および東海岸にかけての調

査地点では本種の生育を明らかにすることはできなか

った。一方，アンダ7ン海に面した Pang-nga，Phuket 

g:;でノリ葉体を入手することができ，これら地方にも
7<'ノリ類の生育することが確認できた。しかしその

種は P.vietnamensisではなく P.cri.ψataに良く似

た種で‘あった(LEWMANOMONTand OGAWA 1976)。

CHRISTENSEN and WWM-ANDERSEN (1977)らも

Phuket 山近くの Surin jtH~iでノリ葉体を採集し

Porphyra sp.として報告している。

これらのことから P.vietna川間sisはタイ国では

シャム湾西海岸に主として生育分布しており， Nara-

thiwatよりも更に南のマレーシアにかけての海岸に

も生育していることが考えられる。一方，アンダ7 ン

海側lからも本種で、はなかったが， ノリ葉体が採れたこ

とからして，アマノリ類はタイ国だけでなく，ピノレマ，

マレーシアにかけてのマレ一半ぬの両海岸に広く生育

分布していることが窺われる。



ノリ類について殻胞子の放出条例二を調べている。それ

によると POゅhyra川 borbiculataはやや長日条件下

で水瓶250Cのときにのみ，P. tallegashimellsis は15

時間陥期の短日条('1:-ドで水ilui260Cのときにのみ殻胞

子を放H¥し，それ以外の品度条件下では殻胞子を放11¥

しない。 Iそ'VietnalJlensi.'-もこれら2種と同様に殻胞

子放出にはill~度，とくにその低下が大きく影響してい

ることが考えられる。その結栄，当地方での本種のノ

リ葉休はげ排水ilM.度が一年を通して最低の他を示す， 1'I'j 

季の終り， 11月中・ド旬に出現するのであろう。

これに対し， Prachuap Khiri Khanで1975年4月，

Panareで1977年9)'Jに本邸の集体が採られている。

この時期はこれら地Jjは乾季に相当し，本種の葉{キ生
育時期とは異なっている。 これは GaoSeng， Nara-

thiwatで観られたように，潮間借下部に生育したノリ

葉体のうち， il~9ミ時期を過ぎても未だ生き残っていた

ものが，上記時期に，これらの場所で‘採集されたので

はないかと考えられる。 SHINMURA(1974)も我々と

同様なioJfを径子山の Iそtallegashilllensisについて観

察し，そのノリ業体が一年を通してみられることを報

告している。

アンダ 7 ン泌側では lそvietllalllellsisで、はなかった

ものの 77ノリJ'Jiは生育し，ノリ葉体は例年3，4月

頃に繁茂している。 アンダマン泌側は1，2月にかけ

ての時期に海水ifAt度が一年を過しでもっとも低下する
(F AIRBRlDGE and RODOLFO 1966)。当地方のノリ

葉体出現Ilif期と海水{1lIt度の低下する時期との聞にも対

応関係の存在していることがわかる。

P. <l'ietllaJllensisについては未だ殻胞子放出の温度

条件は十分には'I'IJっていないが，一般的に亜熱帯から

熱帯にかけての海岸に生育する77ノリ類の殻)j包子放

出には1:，叫;・から;専~':Wにかけての泌洋に生育するア 7/

リ類のそれに'1凌べ， Utll度が他の環境因子よりもより大

きく，政衡に働いていると考えられる。

我々の;p，司査からは十分に托~t!i{できなかったシャム湾

内での本係の生育・分イli，またアンダ7 ン海側でのア

マノリJ1(iについての調査を進め，熱情域に生育する7

7 ノリ娯の生態的特徴をゆlらかにして行きたい。
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IそVletnalllellsisの葉{本生育期は Songklaから

Narathiwatにかけての海岸では例年11月中，下旬か

ら翌年2月中旬にかけての期間である。このノリ葉休

:l:l現期， 11月中旬頃は当地方のI，jij季で， J包濃度，海水

i品度とも最低の{直を示す時期であり，葉体の消失す

る2月中旬頃は乾季の初めで，出i段度，itij;JJ， i品度が上

昇し， IUの値に戻った時期に相当している (Figs.2，

3)。本径の祭休出現，消失の時期と海水ilut度，塩濃度

の変化するH年期とはよく対応していこよがわかる。黒

木・秋111(1966)， SHINMURA (1974)らは暖泌J主のアマ
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Ombrothermic diagram at the Songkhla 

Marine Fisheries Station based on 6-year 

data (1972-1977). 
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終りに採集， IHlき!Iil.り調査等，終始御便宜をいただ

いたタイ同水産局，水産試験場，水産事務所の方々に

深く感謝L、たします。

CHRISTENSEN， B. ancl WIUM-ANDERSEN， S. 1977. 
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